教授用資料

数研『新　科学と人間生活』(科人/308)観点別特色
（１）内容
無理なく学習内容が身につくように，生徒がイメージしやすい身近な題材を中心に扱われている。

科学的な見方や考え方が興味・関心をもって自然と身につく題材選びが心がけられている。例えば，巻頭の前見返しで「私たちの生活と科学」として，これから学習する内容が私たちの生活する街で見られる身近な現象であることを認識させ，より，興味をもって学習できるような配慮がなされている。
科学的な考え方が自然な形で身につくように，序編でさまざまな角度から「見る」について扱い，物理・化学・生物・地学すべての内容に関連するようになっている。
（２）構成・分量

各章はじめに興味づけの見開きページを配置しており，本編に入りやすい構成になっている。章はじめには，中学校の学習内容を簡単に確認できる「思い出そう」も配置されている。

「発展」内容の扱いはないものの，重要な内容はしっかり扱われている。
（３）表記・表現及び使用上の便宜

ゆとりのある紙面と淡い色使いで，見せ方も工夫されている。
常用漢字外の文字以外でも躓きそうな読みの漢字についてルビを付している。
重要な図はできるだけ大きく掲載し，図の情報を入手しやすいようにしている（p.6図5，p.80図4，p.98 図2，p.123図16，p.130-131 表2，p.144 図26　など）
章末問題は，本編の学習内容のみで解答できるように作問されており，習熟度をはかるうえで適切なレベルで構成されている。
（４）その他

観察や実験を通して，内容理解ができるように適所に実験の囲みの「実験＆観察」が扱われている。また，それ以外にも観察・実験に関連した写真・図も多数扱われている。
巻末折込付録として，錯視模型の型紙がついている。この模型を用いて第2編第1章で扱われている実験＆観察6「実際の大きさと見え方の違い」（p.67）を行うことができ，興味をもって実験できるような配慮がなされている。
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